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高校生の現状
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トラブル、なんとかしたい



青少年がインターネットを 
安全に安心して活用するためのリテラシー指標 

 - ILAS (Internet Literacy Assessment indicator for Students)  







‒酒井郷平ら（2015）

“情報モラル教育においては子どもの行動変容
を促すことが重要であり、危険性を知識とし
て子どもたちに伝える情報モラル教育だけで
は、危険性を理解できるものの、問題への意
識や自覚を持ちにくいため、自身の行動を見

直すことにはつながりにくい”
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行動変容を促す

ルールを定める（規制）



危険性の知識

自分の行動を見直す
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行動変容を促す 
自分の行動を見直す

他者の存在



自分の価値観他者の価値観 共通する価値観
異なる価値観



































生徒のコメント





他者との価値観の相違に気づく



相手のプライバシーの尊重



公開する目的・意味



まとめ

• 他者との価値観の違いに気づく 

• 相手のプライバシーの尊重（相手の発見） 

• インターネット上で自ら情報発信する意味、
目的について考える








